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認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

あ
な
た
に
知
っ
て
ほ
し
い
、認
知
症
の
こ
と

みんなで、はじめませんか？
認知症になっても、安心して暮らせるまちづくり

認知症の不安、一人で抱え込まないで、気軽に相談してください
■問い合わせ　小浜市地域包括支援センター（南川町・健康管理センター内）☎ 64・6015

認
知
症
に
つ
い
て
の

　
お
知
ら
せ

　

急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
日
本
。
世
界
の
ど
の
国
も
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

小
浜
で
も
、
団
塊
の
世
代
が
65
歳

を
迎
え
、
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
と

同
様
の
「
病
気
」
で
あ
り
、
年
を
取

れ
ば
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
、ま
た
、

誰
も
が
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
身
近

な
病
気
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
、
誤
解
や
偏
見
も
あ
り
、

そ
れ
が
原
因
で
、
認
知
症
の
人
も
周

囲
の
人
も
、
傷
つ
い
た
り
、
疲
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、

自
分
自
身
や
ま
わ
り
の
人
が
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
症
状
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　認知症についての誤解

　どうして早期発見が大事なの？

　小浜の高齢者の10 人に1 人が認知症に

　早期発見ができれば…

認知症は一部の人の病気？
認知症は脳の障害による病
気で、誰もがかかる可能性
があります。

時間と共に重症化する認知症
　認知症は、放っておいたり、不適切な治療やケアを行ったりし
ていると、時間と共に症状が悪化します。認知症を引き起こす原
因を早く突き止め、適切な治療を開始することが大事です。
　また、高血圧、糖尿病、脂質異常症など、生活習慣病の予防・
改善をきちんと続ければ、認知症の予防にもつながります。

　小浜の要介護認定者に占める認知症高齢者数は、1,118 人（平成 26
年 9 月末時点）で、高齢者全体の 12.3％にあたります。介護認定の原
因疾患としては、第 2 位となっています。今後も、高齢化の進行に伴い、
認知症高齢者は増加することが予想されます。市では、認知症の人や
その家族が安心して暮らせるよう、さまざまな取り組みをしています。

　認知症の人とその家族が、慣れ親しんだ地域で安心して暮らし
ていくためには、地域全体で、見守り、支えていく、「つながり」
が必要です。
　市では、認知症を正しく理解して、認知症の人と共に、安心し
て暮らせる温かいまちづくりを進めています。

【 認知症サポーター養成講座 】

　自治会やグループで研修を受けてみませんか？
　認知症キャラバンメイトと、認知症サポートリーダーが、
講師となって、皆さんの地域にお伺いします。
　地域ぐるみで、認知症になっても、住みやすいまちづくり
に取り組んでいきましょう。

▶認知症サポーターとは
　認知症を正しく理解して、まちに暮らす認知症の人やその
家族を温かく見守り、支援する応援者です。
　何か特別なことを行うのではなく、認知症の人やその家族
を温かい目で見守ることから始めます。そのことが、認知症
の人が地域で安心して暮らすための支えにつながります。

研修申し込みなど詳しくは、地域包括支援センター（下記）まで

認知症は治らない？
早期発見と適切な治療やケ
アをすることで、症状を軽
減することが可能です。

認知症は予防できない？
生活習慣の改善で、認知症の
発症を遅らせる可能性があ
ることがわかってきました。

①対策を立てることが可能
症状が軽く意志の疎通がで
きるうちに、本人と家族で
話し合い、今後の生活のプ
ランを立てましょう。介護
保険サービスを利用するな
ど体制を整えましょう。

②隠れている病気を治す
正常圧水頭症などの脳の病
気によって認知症の症状が
現れることもあります。早
めの受診で原因を突き止め
て治療すれば、病気が治り、
認知症の症状も軽減します。

③進行を遅らせることが可能
アルツハイマー型認知症は、
薬を使うことで、進行スピー
ドを遅らせることができま
す。早い段階から使い始め
ると効果的です。

   認知症かもしれない
   と、思ったら、
   まずはかかりつけの
   医師に相談を！

■もの忘れ検診
脳の元気度をチェックする検診で
す。健康チェックリストの回答結果
により、医療機関での相談の勧め
があれば、ぜひ、かかりつけの医
師などに相談してください。

対象：介護保険認定を受けておら
　　　ず、平成 27 年度中に、66、
　　　69、72、75、78、81、84 歳
　　　になる人
※市からチェックリストを送付

■脳とからだの体操教室
からだ、こころ、いきいき！認知
症予防にぴったりの講座です。軽
運動と頭の体操を同時に行う「コ
グニサイズ」や、外出計画など、
楽しみながら頭と体を動かします。

対象：左記の、「もの忘れ検診」対
　　　象のうち、認知機能低下を
　　　心配されている人
※申し込み、問い合わせは、地域
　包括支援センターまで

■小浜市認知症サポートリーダー
昨年度、初めて誕生した、地域の認
知症を応援する組織です。認知症の
人やその家族が住み慣れた地域で安
心して生活できるまちづくりを推進
するため、地域や職域などにおいて、
認知症サポーターの養成、認知症に
対する理解の普及啓発、認知症の人
やその家族の相談役となります。各
地区からの総勢 32 人が、地域との

「かけ橋」として活躍します。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

き
ま
す
。
そ
の
進
行
状
況
に
合

わ
せ
て
、「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、

「
ど
の
よ
う
な
」、
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
を

標
準
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
心
配
の
あ
る

人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、「
小
浜
版
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
を
発
症
す
る
と
、
生
活

の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
支
障
が
出
て

地域包括支援センター
木
き ば し

橋 社会福祉士

 ●同じものを何度も買ってしまう
 ●曜日や時間がわからなくなる
 ●約束を完全に忘れてしまう
●料理の品数が減る

軽　度

 ●知っているはずの場所で迷子になる
 ●着替えや入浴を嫌がる
 ●数を覚えることができない
●言葉が出ない　●徘徊する

中等度

 ●古い記憶も消える
 ●排泄に失敗する
●言葉が理解できなくなる

高　度

アルツハイマー型認知症の進行例 →時間の経過

正常なレベル

軽度認知障害

　　　　　　  軽度

　　　　　　中等度

　　　　　　  高度

高い

低い

発病
認
知
機
能

認
知
症

正常な老化

治療開始

治療や対策をしない
とさらに悪化する

治療や生活改善など
の対策をした場合

中等度になると行動・心理
症状がより強くなる人も

認知症の進行


